
自由進度学習の紹介 

５年生と６年生は、デジタル教科書を使って学習することができます。リスニングの問題を何度

も聞いたり、途中で止めて戻したりすることもできます。デジタル教科書を使用することで、自分

のペースに合わせて学習することができます。そこで、教科書のリスニングとライティングの部分

は自由進度学習を採用しています。１時間の学習の流れを紹介します。 

 

①１単元７～８時間で学習します。クラス全体で学習することを一覧表にして掲示しています。クラス全体

では、一緒に歌を歌ったり、単語を使ったゲームをしたり、ターゲットセンテンスを使った対話をしたりし

ます。 

 

 

 

 

 

②全体の学習が終わったら、自由進度学習に入ります。自分のめあてを書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日はどこまですすめられるかな。 

今日はみんなで 

何をするのかな。 



③自由進度表を見ながら、リスニングとライティングの問題を自分のペースで進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由進度で進める部分の

教科書のページと問題が

一覧表になっています。 

１クラス全員が使える分のヘッドホンがあります。 



④自由進度表が早く終わった児童は、自分で次の課題を選びます。 

 英語の絵本を読んだり、英語辞典から好きな言葉を探して書いたり、ミライシードのチャレンジ

イングリッシュやスピーキングクエストの英語のアプリに挑戦したりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CD付きの本も

あります。 

この本読んでみようかな。 

英語の絵本・問題集 

英語の練習プリント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤時間になったら、今日の学習の振り返りをカードに書き、片づけをします。 

 

言葉集め 

１人一冊 

使えます。 

月が書けるようになりたいな。 

次もがんばるぞ！ 


